
【令和５年度 コンソーシアム形成型ロバスト農林水産工学研究プログラム】 

 
食品廃棄物からの新規スキンケア機能性材料の創成 

 
１ 代表部局・研究代表者 

北海道大学大学院農学研究院 村井 勇太 
 

２ 研究目的 

植物性スフィンゴ脂質やベタレイン色素は皮膚バリア改善効果が期

待され、本研究では食品廃棄物に含まれるスフィンゴ脂質やベタレイ

ン色素の効率的抽出法とバリア改善の有効性を検証する。 

 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  食品廃棄物から効率的（抽出コストを抑えた）なスフィンゴ脂質お

よびベタレイン色素の精製をした抽出法確立と成分解析 
（北大農学院 村井勇太、橋本誠、崎浜靖子、帯畜大 木下幹朗、山下慎司） 

 

② 未分化角質細胞を用いたスフィンゴ脂質およびベタレイン色素分

子種別による皮膚バリア改善機構の検証 
（北大農学院 村井勇太、北大先端生命 湯山耕平） 

    

４ 今年度の目標 

食品廃棄物からの低コストかつロスのないスフィンゴ脂質及びベタ

レイン色素の抽出法を確立すること。また皮膚バリア改善効果が期待

される分子群の特定およびその作用機序解明を目標とする。 

 

５ 期待される効果・貢献 

食品廃棄物の二次有効活用が高まり、対象となる農産業・地域の活性、

持続可能な社会形成をサポートする。また皮膚トラブルへの有効性が確

認されれば長寿国が抱える医療費の削減にも大きく貢献可能である。 

 
  



食品廃棄物からの新規スキンケア機能性材料の創成

研究の目的（背景）

・ストレス障害は日常生活への支障。
・幼少期の皮膚ケアが将来の皮膚疾患予防にも大きく影響する。
・医薬品に代わる『日常で安全に使用できるような製品』が求めらている。

1) 食品廃棄物
・食品廃棄物は未だ500万トン/年に近い量がある。
・廃棄物処理によるCO2排出、生産エネルギーの無駄を招く。
・廃棄物や可食部以外の“機能性材料”としての二次的利用が望まれる。
・廃棄物を利用した“新しい産業創出のヒント”を提供する必要がある。

2) 皮膚トラブル

研究内容（実施体制）

3) これまでの研究成果

食品廃棄物中のスフィンゴ脂質やベタレイン色素を活用できれば、機能性材料として
二次的利用が可能。

今年度の目標
1. 食品廃棄物からの抽出（低コスト・効率）を志向した、スフィンゴ脂質及びベタレイン色素
の抽出法を確立

2. 皮膚バリア改善効果が期待される分子群の特定およびその作用機序解明

期待される効果・貢献
食品廃棄物の二次有効活用が高まり、対象となる農産業・地域の活性、持続可能な
社会形成をサポートする。また皮膚トラブルへの有効性が確認されれば長寿国が抱える
医療費の削減にも大きく貢献可能である。

所属：北海道大学 農学研究院
氏名：村井 勇太（生物有機化学を専門）
研究分担
氏名：橋本 誠（有機化学と生化学を専門）

崎浜 靖子 (環境農学、植物生理学を専門)

本研究ではこんにゃくエキスに含まれる植物性スフィンゴ
脂質、タモギタケパウダーに含まれる菌類性スフィンゴ脂
質についてジクロロメタン/エタノール型改良Bligh-Dyer
法を用いた効率的抽出法を開拓する。ベタレイン色素に
ついては有色ビーツからの高純度ベタニン粉末調製法の
開拓を担当

研究分担
北海道大学 先端生命科学研究院
氏名：湯山 耕平（分子生物学を専門）

研究項目２のスフィンゴ脂質群およびベタレイン色
素分子によるケラチノサイトを用いたバリア改善およ
びその機序解明の検証を担当

研究分担
所属：帯広畜産大学 畜産学部
氏名：木下 幹朗（食品化学を専門）

山下 慎司（脂質分析化学を専門）
抽出スフィンゴ脂質の成分解析とそれらを多く含む
他の農産物、食品の特定を担当
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